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序

笛吹市は平成 21年 に『 甲斐国千年の都 笛吹市』を宣言 してお り、甲斐国の

歴史・行政 。文化の発展に寄与 してきたことを県内外に発信 しています。

また、行政区分が確立す る以前か ら笛吹市域 に大規模な集落があつたことは、

釈迦堂遺跡群や花鳥 山遺跡、一の沢遺跡、そ して身洗沢遺跡 などの存在か ら窺 え

ます。

このように笛吹市には数多 くの遺跡が残つてお り、時には様々な事業に伴って

発掘調査が実施 されています。

笛吹市を特徴づけるものにモモ・ブ ドウな どの果樹栽培が挙げられます。今回

調査の原因 となった整備事業 も人代町米倉地 区の果樹栽培等の農業振興に大 き

な役割を果たす ことと思います。

さて、この調査報告書は、平成 21年度に笛吹市教育委員会が本調査を実施 し

た中山間地域総合整備事業人代地区米倉農道工事に伴 う発掘調査の結果を記 し

たものです。当遺跡 は昭和 59年 の調査では、縄文時代中期・弥生時代後期の住

居跡、平安時代の土坑、他に土坑や溝状遺構な どが確認 されています。

今回の調査の結果、平安時代の住居跡 とそれに伴 う土器な どが発見 されま した。

平安時代の遺構が発見 されたことか ら、この台地上に平安時代の人々が居住 して

いたことが分か りま した。

当該地は古代の人代郷に含まれてお ります。人代町域には古代の役所の存在 を

思わせる地名がい くつか残つています。『 米倉』 とい う地名 もその字のごとく古

代の税の一つである米を集積・貯蔵・搬出す るための施設があつたことか ら生 ま

れた地名 と考えられています。

本遺跡が立地す るのは米倉地区でも台地上に当た ります。このことがどういつ

た意味をもつのか考えることにもロマンを感 じます。

今回の調査結果が、今後、当地域の歴史解明の一助 となれば、幸いであ ります。

末筆なが ら、調査実施に当た りご協力いただいた関係機関ならびに関係者各位

に姑 し、厚 くお礼を申し上げます。

平成 23年 3月 30日

笛吹市教育委員会

教育長 山 田 武 人



例  言
口

1.本書は山梨県笛吹市人代町米倉地内に所在する上ノ平A遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2。 発掘調査は、中山間地域総合整備事業人代地区米倉農道工事に伴 うもので、笛吹市教育委員会が山

梨県峡東農務事務所から委託されて実施 した。調査費用は全て事業者負担によるものである。

3.発掘調査は平成 21年 ■ 月 18日 から平成 22年 1月 5日 まで行った。

4.本報告書の執筆・編集は笛吹市教育委員会文化財課、鷹野義朗が行った。

5。 第Ⅳ章 第 1節については保坂康夫氏 (山梨県立考古博物館)から寄稿 していただいた。

6。 発掘調査から報告書作成に至るまで、次の諸氏・機関からご指導 。ご協力を賜つた。記して謝意を

表する次第である。

末木 健 小野 正文 出月 洋文 保坂 康夫 保坂 不日博 佐々木 満 入江 俊行

山梨県立考古博物館 山梨県埋蔵文化財センター

(順不同 。敬称略)

7.本書における出土品および記録図面 。写真等は笛吹市教育委員会が保管している。

調査組織

調査事務局 平成 21年 ■ 月 18日 ～平成 23年 3月 30日

山田 武人 (笛吹市教育委員会教育長)

早川 哲夫 (笛吹市教育委員会教育次長)

平成 21年 11月 18日 ～平成 22年 3月 31日

中澤 和朗 (笛吹市教育委員会教育部長)

平成 22年 4月 1日 ～平成 23年 3月 30日

中山 孝仁 (笛吹市教育委員会文化財課課長 )

平成 21年 11月 18日 ～平成 22年 3月 31日

小渕 忠秋 (笛吹市教育委員会文化財課課長)

平成 22年 4月 1日 ～平成 23年 3月 30日

伊藤 修二 (笛吹市教育委員会文化財課調査担当リーダー)

平成 21年 ■月 18日 ～平成 22年 3月 31日

内田 裕― (笛吹市教育委員会文化財課調査担当リーダー)

平成 22年 4月 1日 ～平成 23年 3月 30日

調査担当者   望月 和幸 (笛吹市教育委員会文化財課調査担当)

鷹野 義朗 (笛吹市教育委員会文化財課)

発掲調査作業員 荒川 公子 荒川 奈津江 小田切 健吾 神澤 時子 鈴木 幸子 高野 員寿美

竹越 妙子 天川 睦美 中込 榊 野沢 きみ江 藤巻 淑子 保坂 洋 馬渕 泰三

馬渕 松子 矢崎 睦美 吉岡 和恵

室内整理作業員 高野 員寿美 西山 不日子 藤原 さつき 藤巻 淑子



凡  例

1.遺構・遺物の縮尺は、原則として各図に示 してある。

2。 第 1図に使用 している地図は、国土地理院発行の地形図 「甲府」 (1:50,000)を 使用 している。第

2図 は笛吹市役所発行の都市計画基本図 「人代」「境川」 (1:10,000)を 使用している。

3.土層及び遺物の色調名は、『新版標準土色帖』26版 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修 小山

正忠・竹原秀雄編・著 2004)に よつている。

4.掲載した遺構図面の縮尺は下記の通 りである。

竪穴住居・竪穴状遺構… 1:60 カマ ド… 1:30 土坑・ ピット… 1:30 溝… 1:80

5,遺物実測図の縮尺は下記の通 りである。

上器… 113 旧石器… 1:1 石鏃… 2i3 打斧… 1:2 磨石… 1:2 石匙…2i3
スクレイパー・…2i3 鉄―・1:2

6。 遺構図版中に使用しているスクリーン トーンの斑点は焼土範囲、斜線は粘上を示 している。遺物図

版中のスクリーントーンの斑点は黒色土器を示 している。また、土器断面が黒塗 りは須恵器、斑点

は灰釉陶器を示 し、それ以外の上器類は白抜きである。

7,表の大きさの ( )は現存値、 [ ]は推定値を表す。
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第 I章 調査の経緯と概要

上ノ平遺跡は、昭和 59年 (1984)に人代町教育委員会が県営笛兜 |1土地改良事業農道拡幅舗装工事及び耕地整

備工事に伴い、発掘調査が行われた。そこで縄文時代中期の住居跡 3棟、弥生時代後期の住居跡 7棟、平安時代

の可能隆のある12基の上坑、他に各時期の上坑・溝状遺構・ピット、そして同時代の遺物が出上したことが報告

されている。遺跡内には、平成 8年 (1996)に山梨県で実施した測量調査の結果、方墳であることが判明した竜塚

古墳が所在している。

平成元年 (1989)に人代町教育委員会で実施された遺跡詳細分布調査によつて、上ノ平遺跡は遺物の表面採集状

況などから、上ノ平A遺跡 。上ノ平B遺跡・大谷沢A遺跡に細分されている。

今回報告する上ノ平A遺跡の発掘調査は、山梨県峡東農務事務所が事業主体者となって行われた中山間地域総

合整備事業人代地区米倉農道工事に伴い実施されたものである。

今回は、圃場整備及び農道拡幅工事が行われることになり、山梨県峡東農務事務所から施工区内の埋蔵文化財

の有無について照会が行われた。そこで笛吹市教育委員会では遺跡地図との照合を行い、施工区内の一部が周知

の埋蔵文化財包蔵地である上ノ平A遺跡に位置していることを確認し、その旨を回答した。

今回は早急な調査を要することになり、平成 21(2009)年 11月 12日 に現地にて笛吹市教育委員会文化財課と山

梨       所、施工業者で協議を行つた。

そして、上ノ平A遺跡と上ノ平B遺跡の谷間に当たる回場整備部分は広範囲に及ぶことから縦に長いトレンチ

を3箇所設定し、遺構が確認できれば全範囲の調査を行うこととした。期 分は丘陵上に位置しており、

日枡日59年の周辺調査において遺構が確認されているので、掘削できない箇所を除き、その他は掘削を行い遺構が

確認された場所を中心に調査を行い、記録保存を行うこととした。

第Ⅱ章 遺跡の位置と環境

第 1図 遺跡位置図 (S=1:50,000)
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第 1節 イ韓 垂と畑 帥 瞬 境

山梨県笛吹市は、甲府盆地の中央部やや東寄りに位置し、北部の秩父山地
^続

く山々及び東南部の御坂山塊に

連なる丘陵山岳地帯と、笛月 ||と その支流に形成された扇状地及び沖積平地帯で構成されている。

本遺跡が立地する笛吹市人代町域は、甲府盆地の市東縁に位置し、南東部には御坂山脈の中央部の山地が広が

り、北側に笛吹川、東側に刃 II、 西側に淘 ||が流れている。地形的には、御坂山塊北斜面の山地と丘陵、崖錐地

域、渕 Hの扇状地、笛兜 IIの沖積地に分けられる。人代町域の大半は、神座山を水源とし御坂山地から甲府盆地

に向かつて流れている淘 ||を主体として形成された浅川扇状地が展開している。

そのなか上ノ平A遺跡は、淘 IIの左岸の丘陵上に位置している。この丘陵は、甲府盆地の南東縁を市川三郷町

から笛吹市翔 |1町まで連なつている曽根丘陵の東側に続く上ノ平の丘陵である。通称では「竜安寺山」とも呼ば

れている。この丘陵は盆地から急傾斜で立ち上がり、丘陵上には東西 300m、 南北600mほ どの広さを有する北向

きの緩やかな傾斜の平坦部がある。本遺跡はその外れの標高380mから410mの所に位置している。台地の後背は

御坂山塊へと続いている。丘陵の東側には大斜卿 ||が、西側には竜安寺川が流れており、それぞれ深い沢を形成

しており、水資源も豊かな土地である。また、本遺跡からは甲府盆地を概ね 180度の視野で一望でき、集落の立

地条件としては、非常に良好な場所である。

平成元年に人代町教育委員会で実施した遺跡詳細分布調査では、遺物の表面採集状況などから、上ノ平A遺跡・

上ノ平B遺跡 。大谷沢A遺跡と細分されている。舅 II町域の真福寺遺跡も隣接しており、ともに同じ隆格を有し

ており、一連の集落遺跡と考えられている。

第 2節 歴史的環境

笛吹市には縄文時代、古墳時代、奈良。平安時代を中心とした遺跡が濃密に分布し、複数の時代におよぶ遺跡

が多セち

人代町は平成元年に行われた分布調査で216の遺跡が確認されているように、遺跡が多い地域として周知され

ている。遺跡は山地を除く町内のほぼ全域に広がっており、時期的に分布の粗密が見られるが、旧石器時代から

近世と多岐にわたつている。なかでも縄支時代前期～平安時代の遺跡が多く、主に丘陵や淘 |1扇状地上に集中し

て分布している。このことは古くから生活場所として利用されていたことを示している。

御坂山地の山麓から淘 |1扇状地にかけての一帯は、縄文時代からの遺跡が濃密に分布する地域と知られている。

特に縄支時代では、前期の集落遺跡である花鳥山遺跡が挙げられる。多量の上器群の他、獣骨や魚骨、堅果やエ

ゴマなど当時の食生活に関する幅広い自然資料が出土した遺跡として知られている。また、弥生時代後期の集落

遺跡である身洗沢遺跡があり、県内で初めて水田跡が検出された遺跡として知られている。

そして、本遺跡周辺は甲府盆地において濃密な古墳の分布域である曽根丘陵に並ぶ丘陵地であり、本遺跡内に

は県内唯―の方墳である竜塚古墳がある。そして、人代町岡の上ノ原の丘陵には前方後円墳の岡・銚子塚古墳が

ある。

人代町域には奈良・平安時代にかけての集落遺跡も分布し、人代町永井に所在する喩伽寺では、白鳳～天平期

の薬師如来塑像を持ち、甲斐国分尼寺出土瓦と同屯と思われる軒平瓦が出上している。現在の笛吹市域は律令制

下では、山梨郡と人代郡に属し、『和名類衆抄』によると人代町域は人代郷と長江郷に比定されている。人代郷は

郡名の由来になつており、高家や米倉といった郡家や古代官衛に関わる地洛遺称もみられることから、郡家やそ

の他の官衛施設が所在した地である可能l■が考えられている。

平安時代には熊野社領となる人代荘が成立し、『長寛勘文』にみられる国司と荘園領主の対立から、国司側が敗

北した荘園停廃事件が起こる。この事件に連座した在庁官人の三枝氏は没落し、中世には国中地方の各地で勢力

を広げた甲斐源氏の一族が町域にも進出する。
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6.金山遺跡 7.花田遺跡 8,大仏塚遺跡 9.夜長遺跡 10.人幡遺跡 11,9ζ 子原遺跡

12.稲 山原遺跡 13.大覚林遺跡 14.土井原遺跡 15,米倉氏館跡 16.天神原遺跡 17.下原遺跡

18。 今宮遺跡 19,町屋遺跡 20,米倉氏館跡 21.曽利田遺跡 22.中丸東遺跡 23,東西原遺跡

24.仲原遺跡 25.竜塚古墳 26,富士塚古墳 27.盃塚古墳 28.岡・銚子原古墳 29,大仏塚古墳

30.鳩峰古墳 31.石塚古墳 32.古柳塚古墳 33.大塚古墳 34.雌蝶塚古墳 35,雄蝶塚古墳

*ス クリーン トーン部分は条里制遺構の範囲

第 2図 周辺遺跡分布図 (S=1:10,000)
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第Ⅲ章 調査の方法と層位

第 1節 調査方法 と調査経過

今回の調査は、平成21年 ■月 18日～

平成22年 1月 5日 に実施した。調査対象

面積は回場整備地区2518だ、農道拡幅地

区1520だであった。

11月 18日 から20日 まで範囲内の回場

整備地区及び農道拡幅地区に、重機によ

る表土除去を実施した。圃場整備地区に

は3つのトレンチを設定、農道拡幅地区

には畑への侵入路や既存道路など掘削で

きない箇所を除き表土を除去した。農道

拡幅地区の調査は道路拡幅部分及び擁壁

部分の極めて狭い幅のトレンチ調査とな

つている。表上の掘削は遺構確認面直上

まで行い、その後人力による遺構確認を

行つた。

19日 ～23日 に回場整備地区の調査を

行つたが、遺構・遺物は確認されず、調

査終了とし亀

24日 からは農道拡幅地区の調査に移

行した。農道拡幅地区においては、調査

の便宜をはかるため、調査区南側から「第

1ト レンチ、第2ト レンチ…」という名

称を 19ヶ所うけて調査を実施した。また、

調査区には5m四方のグリンドを設定し

た。

グリンドは西から東に向かつてA・

B・ C… Iのアルファベットを、1ヒから

南に向かつて 1・ 2・ 3…35の算用数字

を用いて呼称している。

第 3図 調査区位置図 (S=1■ ,250)
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20
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22

23

0           10m

第 4図 グリンド設定図 (S=1:400)

29

30

31

32

33
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確認された遺構は、確認されたものから順次遺構番号を付して調査を行つた。遺構の測量については、平板に

よる平面測量を中心とし、カマドに関しては平板測量と遣り方測量を併用した。

出上した遺物に関しては、原位置が判明する直径3cm以上の大きさを測る土器片等はナンバリングして平板

で取り上げていった。覆土中の小破片については各 トレンチ及び遺構―括出土遺物として扱った。

螂

平成 21年

■月 18日  重機による表土剥ぎ開始 (～20日 )。    ■月 19日  回場整備地区の調査開始。

11月 23日  画場整備地区の調査終了。        11月 24日  第 19ト レンチ調査開女乱

11月 25日  第 1ト レンチ～6ト レンチ調査開始。   12月 1日  第 7ト レンチ～9ト レンチ調査開女乱

12月 2日  第 8ト レンチ内溝状遺構調査開始。    12月 3日  第 10ト レンチ～13ト レンチ調査開始。

12月 4日  第 13ト レンチ内竪穴住居調査開始Э    12月 7日  第 10ト レンチ内浦状遺構調査開始。

12月 9日  第 14ト レンチ～18ト レンチ調査開始。  12月 10日  第 11ト レンチ内土坑調査開始D

12月 14日  第 17ト レンチ内竪穴状遺構調査開女品   12月 15日  第 12ト レンチ内溝状遺構調査開始。

12月 16日  第 15ト レンチ内溝状遺構調査開始。    12月 17日  第 16ト レンチ内溝状遺構調査開始。

12月 21日  第 14ト レンチ湖鶉 調査開塩     12月 22日  第 18ト レンチ内遺構調査開猛

12月 24日  全体図ヤ称蒐              12月 25日  遺跡調査区金剰臓歌

調査の結果、平安時代の竪穴住居 1棟、竪穴状遺構 1基、土坑・ピット9基、清状遺構 10条が検出された。そ

して、平成 229010)年 1月 5日 に機材を撤収して、現地調査終了とした。 1月 19日 に埋蔵文化財保管書及び

埋蔵文化財調査終了報告、埋蔵物発見届けを山梨県教育委員会 。笛吹警察署に提出し亀

その後、他の遺跡の発掘調査や室内整理作業、調査報告書の作成等を行いながら断続的に整理作業を行い、平

成 23(2011)年 3月 に調査報告書を刊行するに至った。

これらの調査経費と報告書作成に至るまでの整理作業費を山梨県峡東農務事務所が負担している。

第 2節 層位

本遺跡の基本層序は次に示すとおりである。

回場整備地区                  農道拡幅地区

I層 表土(耕作D              I層 表土聯 ∋

Ⅱ層 黒褐色土                 Ⅱ層 暗褐色土

Ⅲ層 赤褐色土、地山鎮 D           Ⅲ層 黒色土(遺物包含層)

Ⅳ層 明褐色上、地山(ロ ーム質D
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第 5図 遺構配置図 (S=1:250)
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Ⅳ章 検出された遺構と遺物

第1節 旧石器時代の遺物(第 6図、図版3)

18ト レンチ、H-11グリンドから旧石器時代の石器が1点出上し亀 縄皮時代の遺物包含層を精査していると

きに出上したもので、実測図の作成およびトレース、原稿については保坂康夫氏にお願いし亀

旧石器時代の石刃状剥片

笛吹市人代町上ノ平A遺跡のH-11グ リンドより、平安時代などの遺物と混在して出上した。珪質買岩製の石

刃状剥片である。この資料を旧石器時代のものと判断したのは、以下の理由がある。

まず、形態が石刃状を呈することがある。石刃は、剥片の長さが幅の2倍以上で、両側縁が平行し、背面中央

に側縁に平行する稜腺がみられるものである。背面の剥離方向が、主要剥離面の剥離方向と同一のものばかりで

あれば、旧石器時代に特徴的な石刃技法により剥離されたものと判断できる。今回報告する資料では、背面を構

成する剥離面が3枚あり、そのうち2枚が主要剥離面の剥離方向と同一方向であるが、本資料と同程度以上の大

きさの剥片を剥離したのは1枚のみである。したがつて、本資料が石刃技法により剥離された可能性はあるもの

の、確実なものとはいえない。本資料は、形態的には石刃の定義の範囲内ではあるが、石刃技法によるものかは

不確実なので、石刃状剥片との呼称を用い危

第 2に、明確な打面を持つ点があげられる。複数の剥離面より構成される複剥離面である。打面左側の小剥離

群は、打面調整によるものと思われ、その打面縁には、背面側に頭部調整と思われる彿 田離群もみられる。こう

した打面調整は、旧石器時代の剥片剥離手法に特有なものである。

第 3に、石材である珪質頁岩が縄支時代では使用例が少ない点があげられる。わずかな使用例でも、風化の度

合いに違いがある。本資料は、白い筋が明瞭であるなど、旧石器時代のものと同程度に風化が進んでいる。

以上の特徴の他に、正面左縁上部に肩部

を持つている。この面は、別の剥離作業面

の可能l■もあり、剥片剥離作業面を多数持

つ石核から剥離されたもので、剥離打面を

頻繁に転位する剥離手法で剥離された剥片

である可能l■を示唆するものかもしれなヤ屯

また、若干の二次加工がみられるが、石器

形態を特定できるほどに加工が進んでおら

ず、意図が不明確である。

旧石器時代遺物が、単独で出土すること

が、甲府盆地内の遺跡でたびたび報告され

ている。特に、ナイフ形石器や槍先形尖頭

器などの形態の明瞭な石器が多く、周辺を

掘り下げても、石器製作の痕跡などが把握

されない場合もある。今回は剥片であり、

石器製作の痕跡が周辺に確認される可能性

もあり、今後の注意深い調査が期待される。

(瞬 カ

0                               5cm

第 6図 旧石器時代の石刃状剥片
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第 2節 平安時代の住居

1号竪穴住居(第 7・ 8図、図版 1、 第 1ラ鸞

(`靡動第 13ト レンチ南北ライン西側、E-22・ 23グ リンドにて検出。Q割利対D遺構の西半分が調査殴期璽

びている。本遺構の東側の一部は撹乱を受けており、住居北西の壁とカマドの一部及び煙道は確認できなかった。

レ態 。規碑り形態は隅丸方形を呈し、南北軸イ齢93.7mを測る。(壁・壁溝・床闘∋壁溝は下明。竪穴部の確

認面からの深さは最大40c mを測り、床面は貼床で、全体的に堅固であつた。カマド周辺Й用こlヶ所焼土範囲

が確認された。(その回店拗南東コーナー部に円形を呈する土坑を検出9径 50c m、 深さ20c mを測る。土坑

内から床面と同レウレに位置する礫が出上していたが、上面は根による撹乱を受けていたため、竪穴住居当時の

ものか、崩壊時に入れられたもの力Wま不明。柱穴は不明。(カマ→東壁において石組カマドを検出。(出土自劾

カマド周辺部を中心に散在的に出上している。土師器イ(1～13)・ 墨書土器(14・ 15)。 土師器皿(16～ 19)・ 高台

付郵(20)・ 甕(21・ 22)などが出土している。(時期)111野己前半。

エ

A (394.000m)

ヽ
凸
　
　
　
　
　
　
　
（ＣＥ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
．甘
０
∞
）
０

B (393,700rn)

手

1号竪穴住居
1 表土

2 黒色工   根の影響で少 ししまり久ける。粘性ややあり。

3 RIB色 上  しまり、消催あり。

4 極暗褐色上 しまり、活性あり。床面

5 明褐色上  しまり、粘性あり。地山 (ロ ーム層)

1号竪穴住居カマ ド

1 84B色上   しまり、粘性あり。

2 黒色土    しまり、粘性あり。

3 種暗褐色上  しまり、粘性あり。

4 黒褐色上   しまりややあり。粘性あり。

5 緊褐色土   しまりややあり。熟鮭あり。

6 極暗褐色と  しまり、粘性あり。赤色粒子混え

7 赤褐色土   焼土プロンクoしまり、粘性あり。

8 黄偶色■   カマド結上 しまりややあり。結性あり。

9 極暗欄色土  しまり、猫性あり。床面

10 明福色上   しまり、粘性あり。地山 (ロ ーム質)

2m

C (393.600rn)

第 7図  1号堅穴住居跡
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第 8図  1号竪穴住居跡出土遺物
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第 1表 上ノ平A遺跡 1号竪穴住居跡出土遺物観察表

物
号

遺
番

種別 器種

口径
底径
器高 (cm)

調整/施文/技法 胎土/焼成/色調 臆考 挿図

l 土師器 郷

12.3
6.4
3.4

内外面―ロクロナデ
底都一回転糸切り

密 (赤・黒色粒子)

良好
褐色

底部に指頭痕によるへこみ有
り。

8-1

土師器 邦

11.5
6.2
3.2

内外面― ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (赤色粒子)

良好
明赤褐色

内・外面にススが少量付着。 8-2

土師器 不

(10,4)

5.6
3.6

内外面― ロクロナデ
底都一回転糸切 り

密 (白・赤色粒子 )

良好
内 :褐色 外 :明赤褐色

8-3

4 土師器 郷

(12.0)

(6.0)
3.4

為外面―ロクロナデ
嵐部一回転糸切り

密 (赤・黒色粒子 )

良好
明赤褐色

内外面にスス付着。 8-4

5 土師器 杯

(11.8)

(5,0)

3.2

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (白・赤色粒子)

良好
明赤褐色

為面が少 し磨滅。 8-5

6 土師器 イ

(11.6)

(6.6)

3.7

内外面― ロクロナデ
底都一回転糸切 り

密 (赤色粒子 )

良好
褐色

査都に回転糸切 りを施 した
陵、歪みを直すためのヘラ
者Jり を施す。

8-6

7 土師器 郷

12.0

(4.6)

3.8

内外面―ロクロナデ
底都一回転糸切り

密 (赤色粒子)

良好
赤褐色

8-7

8 土師器 郭

(13.0)

(7.2)
3,0

内外面― ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (白 色粒子 )

良好
褐色

8-8

土師器 杯

(14.6)

6.0

4.8

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (白・黒色粒子)

良好
内 :オ リーブ黒色
外 :明褐色

黒色土器 (内 黒土器 )。 8-9

土師器 坪

(13.6)
一

２

．

内外面―ロクロナデ

密 (黒色粒子)

良好
内 :オ リープ黒色
外 :明褐色

黒色土器 (内黒土器 )。 8-10

土師器 郷

一
　

ヽ
Ｄ
・
　

一

内外面― ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (自・赤色粒子 )

良好
内 :オ リーブ黒色
外 :明褐色

黒色土器 (内黒土器 )。

土師器 郷

(19,0)

(9,0)
3.0

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (白・赤色粒子 )

良好
明赤褐色

内面の磨滅が顕著。

土師器 イ

(14.0)

(6.0)

生,2

内外面― ロクロナデ
底都一回転糸切 り

赤く
好
色

密
良
褐

黒色粒子)

内面にスス付着。

土師器 不 (6.4)
内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

密 (赤色粒子 )

良好
明赤褐色

墨書土器。文字は不明。

土師器 郷 (5。 4)
内外面― ロクロナデ
底都一回転糸切 り

密 (赤色粒子)

良好
赤褐色

墨書土器。文字は不明。
内面にスス付着。

土師器 皿

(13.4)

(7.2)

2.2

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (赤色粒子 )

良好
明赤褐色

8-16

土師器 皿

(12.8)

(6.2)

2.5

内外面― ロクロナデ
底都一回転糸切 り

赤ぐ
好
色

密
良
褐

黒色粒子)

二次焼成を受ける。 8-17
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土師器 皿

(12,0)

(6.0)
1.2

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (自・赤色粒子)

良好
褐色

8-18

土師器 皿

(13.6)

内外面― ロクロナデ
密 (白・赤色粒子 )

良好
明赤褐色

8-19

土師器
高台
付郷

一
一
一

内外面―ロクロナデ
密 (赤色粒子 )

良好
明赤褐色

8-20

土師零 甕 (7.2) 底部―木葉痕

密 (金雲母・長石・石
英・ 白色粒子 )

良好
褐色

外面にスス付着。 8-21

土師器
/Jヽ型
甕

(14.0)

(10,0)

内面―ナデ、指頭痕
外面―ハケメ、指頭

痕

密 (金雲母 。長石・石
英・赤・黒色粒子)

良好
明赤褐色

8-22

第 3節 :勃瑚 醒 騰

1号竪穴状遺構(第 9010図、図版 2、 第夢鸞

爺躍勢第 17ト レンチ南側、H-12・ 13グリンドにて検胤 (遺存状況)】日争)が検出されて調査区南側に延びる。

彬態・ガ謝攀〕一部の検出のため不確定であるが、方形を呈すると思われる。(壁・壁溝・床面9竪穴部の確認

面からの深さは最大25c mを測る。遺構覆土より焼土鬼を検出b焼土塊は焼土ブロックや粘上を含んでいた。炉

やカマドは検出されず、竪穴住居となるかは不明。 (出鋤 覆土中からは縄皮時代前期後半 (1)、 弥生時代

後期 (2～ 3)・ 古墳時代 (4～ 6)・ 平安時代(7～ 9)が出上している。また、石鏃 (17-1)と鉄製品 (17-

8)が出上している。僻娯卜徘辞分時期は平安時代 (11世紀前半)の上器が出上しているので、醐 状 以降に

掘り起こされた遺構と考えられる。

|ロ

1号竪穴状遺構
l 表上

2 累色上   しまり、瑞性ややあり。黒色上位をやや歩 く含む。

3 21B色上  しまりあり。格性ややあり。焼土粒を少量含携

4 暗褐色土  しまりあり。粘質主。

S 極贈褐色土 焼土プロック・炭化物を合む。

口
、
（ω
Φ
膊
・ω
０
０
３Ｄ
）

く
　
　
（ｒｔ
Ｏ
Ｏ
∞
．Ｎ
Ｏ
∞
）
ヽ
く

CC′ (392.300rn)

1

2

5

第 9図  1号竪穴状遺構
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第 10図  1号竪穴状遺構出土遺物

第2表 上ノ平A遺跡 1号竪穴状遺構出土遺物観察表

遺物
番号

種 別 器 種

口径

底径
器高 (clll)

調整/施文/技法 胎土/焼成/色調 備 考 挿 図

1 縄文
RLの単節縄文によ
る羽状縄文

密 (長石・赤色粒子)

良好
褐色

胴部片。縄文時代前期後
半。

10-1

2 弥生
壷型
土器

(7.0)

内外面―赤色塗彩、
ヘラ磨き

底部内一赤色塗彩

密 (白 ・赤色粒子 )

良好
内外 :暗赤褐色
底部外 :褐色

底部。弥生時代後期。 10-2

3 弥 生 鮒
甕

内面―横位ハケメ
外面―縦位ハケメ
ロ唇部イこ亥1日

密 (雲母・白色粒子)

やや不良
黄褐色

口縁部。弥生時代後期。 10-3

4 古墳 鮒
甕

内外面一ハケメ
密 (白 色粒子 )

良好
黄褐色

月同吉呂。 10-4

5 古墳 鮒
甕

内外面―ハケメ

密 (白・赤色粒子 )

良好
褐色

脚部。 10-5

6 古墳 搬
臨
壷

内面―ヘラ削 り
外面―ハケメ

密 (長石・ 白色粒子 )

良好
褐色

表面剥離が頭著。 10-6

土師器 杯

(11.0)

(6.0)
3.4

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (赤色粒子 )

良好
赤褐色

10-7

8 土師器 郷

(14,0)

(7.0)
4,0

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (長石・白色粒子)

良好
褐色

10-8

土師器 皿

(12.0)

(6.2)
2.1

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (白・赤色粒子)

良好
明褐色

10-9
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第 4節 土坑 。ピット(第 11図、図版 2、 第 慶抑

今回の調査では発掘調査時において確認された土坑は3基、ピントは6基である。各土坑ともに遺物は出土さ

れず時期は半llBUできなかつた。

第3表 土坑・ピットー覧表

配
位置
rfrri』Ⅲ 形状 長軸 (m) 短軸 (m) 深さ(m) 備考

1号土坑 15Tr(G-18) 円形 0.18 5号溝を掘 り込む。

2号土坑 13Tr(E-23) (精 円形)

3号土坑 1lTr(D-26) (糖 円形 ) 1.05

1号 ピット 13Tr(E-21) 精円形 0.32 0,29

2号 ピット 13Tr(E-21) 精円形 0.32 0.08

3号 ピット 13Tr(E-21) 不整円形 0,51 0.16 0,18

4号 ピット 13Tr(E-22) 円形 0,66 0.26

5号ピット 14Tr(F-23) (精 円形) 0,36 0.26 0.26 ピット状の掘 り込みがある。

6号ピット 1lTr(D-27) (楕 円形 )

A

A (392.600rn)

2号 ピット

・＼A (394.400m) A′

ド

一
　

ノ
マ
↑
‐

ｒ

一

Чピット3号堅弾29努ψ―＼鬱/洋

＼

一
A

A (393.400rn)

上 。

(D
5号 ピット

A (394.200rn)

第 ■ 図 土坑・ピット

ー
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第 5節 溝状遺構 (第 12・ 13・ 14図、図版 2、 第 4翔

溝状遺構は、総計10条検出されている。そのうち4・ 5・ 6・ 7・ 8号溝状遺構は同一のものと考えられる。

出土遺物は少量で時期や隆格を判別することはできなかった。内部は黒褐色土・黒色土が充満していた。同様の

遺構は真福寺遺跡 。大谷沢A遺跡 。以前の上ノ平遺跡調査でも検出されている。

1掲篇静伏鍵撃青

19ト レンチ、D-3・ 4、 E-3グ リンドにて検出。長さ。幅ともに1.8mで、確認面からの深さは約20c m

を測る。出土遺物はなく、時期は明確ではなヤ比

2拶

16ト レンチ、H-15・ 16グリンドにて検出。16ト レンチの東西方向に延びており、3号溝状遺構 と重複して

いる。長さは 1.5m、 確認面からの深さは約 10c mを測る。出土遺物はなく、時期は明確ではな�屯

3拶

16ト レンチ、H-16グリンドにて検出。16ト レンチの東西方向に延びており、2号溝決澄構と重複している。

また4号溝状遺構とも重複している。長さは 1.5m、 確認面からの深さは約5cmを測る。出土遺物はなく、時

期は明確ではな�、

4坤

16ト レンチ、H-16・ 17グリンドにて検出b トレンチの西壁、南半分で検出されている。長さは5m、 確認面

からの深さは約20c mを測る。ほぼ直線方向に延びており、主軸方向はN-2° ―Wを測る。出土遺物はなく、

時期は明確ではなし、

5張弁静状巽罰寺

15ト レンチ、G-17・ 18、 H-17・ 18グリンドにて検出。 トレンチの西壁で検出され、一方の立ち上がりは検

出されておらず、幅がどれくらいになるかは不明。長さは9.5m、 確認面からの深さは約30c mを測る。ほぼ直

線方向に延びており、主軸方向はN-25° 一Wを測る。古墳時代土師器(1)の蓋が出上している。

6髪封薄承灘罰毒

14ト レンチ、F-22・ 23グ リンドにて検出。トレンチの西壁で検出されたが、一部、ハタカンのパイプがあり

検出できなかった。一方の立ち上がりは検出されなかった。長さは9mであるが、おそらくトレンチの南北方向

全体1■延びるものと思われる。確認面からの深さは約 55c mを測る。ほぼ直線方向に延びており、主軸方向はN

-1が ―Wを測る。出土遺物には灰釉陶器(2)と須恵器(3)がある。また、図示し得なかったが、縄皮土器や上

師器の小破片が出土している。

7堤癬静状灘罰薄

12ト レンチ、F-25・ 26グ リッドにて検出。トレンチの西壁で検出され、一方の立ち上がりは検出されておら

ず、幅がどれくらしヽ こなる力Wま不明。長さは 7。 5m、 確認面からの深さは約20c mを測る。ほぼ直線方向に延び

ており、主軸方向は N-9° ―Wを測る。出土遺物は図示し得ないが、黒曜石の剥片が一点出上している。時期

は明確ではなヤち

-16-



8髪辞静赫醍獣寺

10ト レンチ、E-27・ 28・ 29、 F-27グリンドにて検出。 トレンチの西壁で検出されたが、一方の立ち上がり

は検出されておらず、幅がどれくらいになる力Wま不明。長さは 13.5m、 確認面からの深さは約 20mを測る。ほぼ

直線方向に延びており、主軸方向はN-5° 一Wを測る。出土遺物はなく、時期は明確ではなヤ屯

9装癬静林麗罰寺

8ト レンチ、C-32グリンドにて検出。調査区における規模は、長さ約 1.4m、 最大幅約 1.2m、 確認面から

の深さは約 lcmを測る。 8ト レンチの東西方向に延びている。出土遺物はなく、時期は明確ではない。

10"
8ト レンチ、C-32・ 33グ リンドにて検此 1号溝状遺構の並行する形で検出されている。長さは約 1.4m、

最大幅 1.Om、 確認面からの深さは約 10c mを測る。出土遺物はなく、時期は明確ではなヤ比

ｔ

ｎ

ｌ

／

，

―

‐引
引
．　
　
　
　
　
　
　
（Ｅ
ｏ
軍

、
魏
Ⅵ
判

イ

ｑ

企

―

A (392.600rn)

学

A (392.900rn)    A′

4号溝
I 表土

2 黒褐色上  しまり、粘性あり。 ,S Ilu4の黒色土粒を多量に含む。

3 梅暗褐色と しまり、消性あり。

4 黒色上   しまり、X44あ り。

S RIB色と  しまり、粘性あり。

C 碗褐色と  しまり、粘性あり。地山 (ロ ーム層)。

0                4m

1号土坑

5号溝
I 表■

2_黒褐色土 しまり、粘性弱。畑カンによる授乱

3 黒色土  しまり、粘桂あり。

4 甥褐色と しまり、拙性あり。地山 (ローム質)。

第 12図 溝状遺構 (1)
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′
ｑ

ｒ

ｌ

上

|

A (395。 600m)    A′

|

軍
しま りあ り。粘性ややあ り。

しま り、粘桂あ り。

しま り、粘性あ り。地山 (ロ ーム質)

C

7号溝
I 表上

2 黒褐色土

3 極暗褐色■

4 明掲色上

8号溝
l 表上

2 黒褐色土

3 黒色上

4 黒褐色士

S 黒色土

6 黒褐色士

7_褐色上

8 明褐色上

しまり、粘性弱。畑カンによる授乱

しまり、梨継
jⅢ

やあり。

しまり弱、継性ややあり。

しまり、粘性あり。 3層 よりしまり札

しまり、活性あり。

しまり、粘性あり。

しまり、粘性あり。地山 (ローム質)。

A (394.800rn)  A'

B (394.800rn)     B′

Ъ/

A (396.500rn)

B (396.500rn)

A′

C′B′

ノ
C (396.500rn)

凸 L/コ … …

0                4m

第 18図 溝状遺構 (2)
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0                   10cm

第 14図 溝状遺構出土遺物

第4表 上ノ平A遺跡溝状遺構出土遺物観漆表

遺物
番号

種別 器種
出土
地点

口径

底径
器高 (cm)

調整/施文/技法 胎土/焼成/色調 府考 挿図

1 古墳 蓋 5溝 内面一横位ハケメ
外面―縦位ハケメ

密 (石英・長石・白・赤
色粒子)

やや不良
褐色

古墳時代前期。 14-ユ

り〔禾由
陶器

坑 61毒
(12.8)

(2.0)

内外面―ロクロナデ
密 (赤色粒子)

良好
灰 白色

内外面に釉付着。 14-2

須恵器 6溝 外面―敲き目
密 (雲母・白色粒子)

やや不良
黄褐色

桐部破片。表面剥離。
9世紀。

14-3

第 6節 遺構外出土遺物、石器・鉄製品 (第 16・ 17図、図版 3、 第 5・ 6・ 7劾

本遺跡からは平安時代の住居跡が 1棟、竪穴状遺構 1基、時期不明の上坑・ピット9基、清状遣騰 10条の遺構

が確認されている。また、それらとともに遺構外遺物も多数出上している。

縄皮時代では、前期後半(15-1～ 3)、 前期終末(15-4)、 中期中葉(15-5～ 12)の、中期後半(15-13・ 1つ 、

後期前葉(15-15)の上器が出上している。古墳時代では、甕の日縁 (16-1・ 2)が確認されている。平安時代

では土師器郷 (16-3～ 8)が確認されている。

石器は第 1節で述べたとおり、18ト レンチ、H―■グリンドから旧石器が今回検出された。そして、1号竪穴

状遺構の覆土からは黒曜石の石鏃 (17-1)と 用途不明の鉄製品 (17-8)が確認されている。また、遺構外か

らは、黒曜石の石匙 (17-2)、 スクレイパー (17-3)や打製石斧 (17-4)、 磨石 (17-5・ 6)などの石器、

鉄釘 (17-7)が確認されている。

遺精外遺物の出土状況をみると、18ト レンチ地点から縄文時代の遺物がまとまつて出土している状況が窺える。

遺構は検出されなかったが、この地点は、台地上の東端に当たるので、台地には縄文時代の遺構の存在が考えら

オ七る。

また、 1号竪穴状遺構では、覆土中から縄皮時代前期、弥生時代後期、古墳時代、平安時代の上器が出土して

いる。石鏃と鉄製品も確認されているが、17ト レンチにおいても縄文時代前期、古墳時代、平安時代と多岐にわ

たって遺物が出土していることが確認できる。
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第 15図 遺構外出土遺物 (縄文時代)
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第 16図 遺構外出土遺物 (古墳・平安時代)
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第 17図 石器 。鉄製品
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第 5表 上ノ平A遺跡遺構外出土遺物 (縄文時代)観察表

遺物
番号

部位
出土

地 J点
調整/施文/技法 胎土/焼成/色調 備考 挿 図

1 月同
18T r
(F-9) 平行沈線文 。円形竹管文

密 (石英 。長石・白・赤色粒子)

やや不良
褐色

前期後半。 15-1

2 月同 17T r
RLの単節縄文による羽状
蠅文

密 (赤色粒子)

良好
灰白色

前期後半。 15-2

3 月同 3Tr ボタン状貼付文・集合沈線
文

密 (石英・長石・ 白 。赤色粒子 )

良好
褐色

前期後半。
内部にスス付着。

15-3

4 口縁 18T r 平行沈線文・三角印刻文
密 (石英・赤色粒子)

良好
赤褐色

前期終末期。 15-4

5 口縁
18T r
(F-7) 崖続爪形文・三角押文

密 (長石 )

良好
明赤褐色

中期中葉。 15-5

6 把 手 18T r 連続爪形文・押引文
密 (長石・石英・ 白色粒子 )

良好
明赤褐色

中期中葉。 15-6

7 月同 18T r
波状沈線文・押引文・連続
爪形文

密 (長石・金雲母・石英 )

良好
明赤褐色

中期中葉。 15-7

月同 18T r
楕円区画文・波状沈線文・

連続爪形文

密 (長石・赤色粒子)

良好
褐色

中期中葉。 15-8

月同 表採 縦位区画文・並行沈線文
密 (長石・赤色粒子 )

やや良好
明赤褐色

中期中葉。 15-9

口縁 表採 波状沈線文・交互刺突文
密 (長石・赤色粒子 )

良好
明赤褐色

中期中葉。 15-10

口縁 18T r 波状沈線文 。押引文
密 (長石・石英・金雲母 )

良好
掲色

中期中葉。 15-11

月同 18T r 連続爪形文・波状沈線文
RLの単節縄文

密 (長石・赤色粒子)

良好
褐色

中期中葉。 15-12

月同 10T r 渦巻文
密 (長石 )

良好
明赤褐色

中期後半。 15-13

月同
18T r
(L-8)

「ハ」の字文
密 (長石・小礫 )

良好
褐色

中期後半。 15-14

月同 18T r 磨消縄文
密 (長石 。小礫 )

良好
褐色

後期前葉。 15-15
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第 6表 上ノ平A遺跡遺構外出土遺物 (古墳 。平安時代)観察表

物
号

遺
番 種別 器種

土
点

出
地

口径
底径
器高 (cm)

調整/施文/技法 胎土/焼成/色調 備考 挿 図

古墳 甕 17T r
内面―ハケ整形後、

ヘラ磨き
外面一ハケメ

密(石英・赤色粒子)

やや不良
明赤褐色

16-1

古墳 甕 表採
外面―ハケメ
ロ唇部に刻 目

密 (赤色粒子 )

良好
黄褐色

古墳時代前期。 16-2

土師器 郷 13Tr
(10.5)

内外面― ロクロナデ
密 (赤色粒子)

やや良好
赤褐色

4 土師器 郷 13Tr
(H.5)

内外面― ロクロナデ
密 (白色粒子)

良好
赤褐色

16-4

5 土師器 郷 15Tr 底部一回転糸切 り
密 (白色粒子 )

良好
明赤褐色

表面剥離が顕著。 16-5

6 土師器 郷 表採 4.8 底部一回転糸切 り
密 (白・赤色粒子 )

良好
明赤褐色

底部。内面に少量スス

が付着。
16-6

7 土師器 邦 表採
一
４

一

底部一回転糸切 り
密 (赤色粒子 )

良好
赤褐色

16-7

8 土師器 郷
17T r
(H-13)

4 底部一回転糸切 り
密 (白色粒子)

良好
明赤褐色

底部。内面に少量スス

が付着。
16-8

第 7表 上ノ平A遺跡出土石器・鉄製品観察表

物
号

遺
番

土
点

出
地 分類 長/幅 /厚 (cm) 石質 備 考 挿 図

1
竪穴状
遺構

石鏃 1.2・ 1.4・ 0,4 黒曜石 0.44 一部欠。 17-1

10Tr 石 匙 1.4・ 2.9・ 0,3 黒曜石 1.47 横型。 17-2

16Tr スクレイパー 1.8・ 1.8・ 0,7 黒曜石 17-3

4 18Tr 打斧 13.5。 4.6・ 2.5 ホル ンフェルス 200.82 撥形。 17-4

5 18Tr 磨 石 〕.8・ ― ・ 3.8 安山岩 使用痕あり。 17-5

6 17Tr 磨石 ―・ 4.7・ 3,2 安山岩 100.29 使用痕あり。 17-6

7 10Tr 鉄釘 (6.0)・ 0,3・ 0,4 鉄 一部欠。 17-7

8
竪穴状
遺構

鉄製品 (不明) (4.9)・ 1,7・ 0.2 鉄 3.53 17-8

-23-



第V章 まとめ

今回の調査地である上ノ平A遺跡は笛吹市人代町米倉地区の淘 |1左岸の丘陵上に位置している。この丘陵は盆

地から急傾斜で立ち上がり、丘陵上には東西 300m、 南北 600mほ どの広さを有する北向きの緩やかな傾斜の平坦

部がある。本遺跡はその東端の標高 380mから410mの所に位置している。

調査は、極めて狭い幅のトレンチ調査であった。そのため、竪穴住居が検出されたが、集落の広がりや遺構群

の展開といつた全体像を把握することはできなかった。

今回の調査によつて、平安時代の竪穴住居跡が 1棟、竪穴状遺構 1基、時期不明の上坑 。ピント9基、溝状遺

構 10条、そしてそれらに伴う遺物が確認されている。また、旧石器時代の石刃状剥片が検出されている。

本遺跡は以前に調査が行われている。そして、縄文時代と弥生時代を中心とする遺跡であることが把握されて

いた。しかし、今回の調査によつて平安時代の住居が確認され、この台地上に平安時代の人々が生活していたこ

とが判明し亀

竪穴住居は一部攪乱を受けていたが、11世紀前半代の土器がまとまって出上しており、当該期の住居跡とした。

竪穴状遺構に関しては、遺構覆土より焼土塊を検出した。焼土塊は多量の焼土ブロックや粘土を含んでいた。

形態は一部の検出のため不確実であるが、方形を呈すると考えられる。竪穴住居となる可能性もあるが今回は竪

穴状遺構と呼称している。覆土中からは縄文前期、弥生後期、古墳・平安の時期の遺物が出土している。

土坑 。ピントに関しては土器等遺物が検出されず、用途やl■bを判断するには至っていなセ比

今回の調査で注目される,点は、溝状遺構である。4・ 5。 6・ 7・ 8号溝状遺構は同一のものと考えられるが、

同様の遺構は同じ台地上1こ位置する真福寺遺跡や大谷沢A遺跡、そして以前の上ノ平遺跡の調査でも検出されて

いる。今回の溝はほとんどが調査区外に延びており全貌は不明瞭だが、覆土中より古墳 :平安時代の上器が出土

している。また、図示し得るものはないが、縄支土器や平安時代の上師器、黒曜石の剥片が少量出上している。

大谷沢A遺跡では、確認された部分の長さは約 47m、 深さは約 20～50c m、 幅は約 88～205c mで ある。遺物

は覆土中より縄文式上器、平安時代の土師器、石鏃、黒曜石の剥片が少量だが出上している。平安時代の上師器

が出上していることから、平安時代の所産と推定されている。

真福寺遺跡では、確認された部分の長さは約 36.5m、 深さは約 60～80c m、 幅は約 1.5～ 2mである。内部は

黒褐色土・黒色上が充満し、有機物を多量に含んでいる。遺物は、縄文時代と平安時代のものが出上している。

以前の上ノ平遺跡の調査では、確認された部分の長さイ齢旬100mで、幅は lmを超える箇所もあり、深さは深

い所で 150c m近くを測る所もあり、浅い所では 20～30c mである。縄皮時代の住居跡をはじめ、弥生時代の住

居跡などを切つて構築されており、また複雑にそして縦横に走っている。遺物は覆土中より縄潔土器・弥生土器 。

石器・近世陶器片・古銭などがきわめて濃厚に出上している。

大谷沢A遺跡や真福寺遺跡、そして上ノ平遺跡での溝状遺構は同じような性格を有しており、これらは一連の

集落跡の可能l■が考えられている。今回の調査によつて検出された溝もこれらの遺跡の溝と同様の性格を有して

おり関連するものであると思われる。つまり、台地上に広域にわたって集落が広がっていたのではないだろう力ち

本町での平安時代の遺跡分布イ予 般的に後半期になるとその数を増やしつつ、盆地全域にわたつて遺跡を拡散

しながら山間部にまで広く分布するようになる。本遺跡もこれまであまり集落が確認されていない淘 |1左岸にあ

るまさにその時期に広がった集落の一部であつたと考えられる。

参考文献

。『上のⅧ 1985 人代町教育委員会

・境Jけ叫 化財発掘調査報告書第 10集『仲原遺跡・真福捌 1994 幻 1円勃育委員会
。人代町埋蔵文化財調査報告書 第 8集  『大谷沢A瑚  1994
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図版 1

1.遺跡調査前状況 (南から)

2.遺跡調査区近景 (南から)

3.圃場整備地区掘削状況 (南から)

5.1号竪穴住居跡完掘状況 (南から)

4,1号竪穴住居跡検出状況 (南から)

7.1号竪穴住居跡内土坑完掘状況 (南から)

6.1号竪穴住居跡内土坑検出状況 (東から)



図版 2

8。 1号竪穴状遺構完掘状況 (北から) 9。 1号竪穴状遺構焼土塊半裁状況 (西から)

10。 3号土坑完掘状況 (東から) 11.6号 ピット完掘状況 (南から)

12.1号滞状遺構完掘状況 (北から)

13.5号溝状遺構完掘状況 (南から)

14.7号溝状遺構完掘状況 (南から)

15.9。 10号滞状遺構完掘状況 (南から)



図版 3
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